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数．上イモ重(1個30匁以上)．上イモ重歩合．虫えい

指数・茎寄生虫えい数．根寄生虫えい数を調査した。

耐虫性については，毎調査結果を，強(＋2)，やや強

(＋1〕,中〔0)，やや弱(－1)，弱(－2〕の5段階に分類

し，それらの指数を集計平均したものを強(＋ﾕ以上)，

やや強（十0.5～＋1〕，中〔＋0.5～-0.5)，やや弱

(－0．5～－1J，弱(－1以下）として判定した。その

結果は第1表及び第2表の通りである。

即ち，この結果で耐虫性強の品種は，農林5号・岐

阜1号．立1号・農林8号・中国1号・関東33号で，

やや弱の品種は農林1号・兼六・弱の品種はチャボ

(白〕・チャボ(赤）・40日である。これは，従来，関東

東山農業試験場栽培第一部で公表された成績とほ蟹同

じ傾向である。なお，早堀種とその他種，短蔓種と中

長蔓種間には有意な差がみられず群別できなかった。

福井縣の甘藷主産地である坂井丘陵地の立地条件を考

慮に入れると，在来のチャボ種より多収性で耐虫性も

強く，早堀にも適する品種としては長蔓という難点は

あるが，中国1号が有望といえよう。稿を終るに当

り，試験遂行上協力を戴‘･た坂井郡三国町加戸農業協

同組合の東，入葉両技師並びに耕作担当者佐々木忠左

工門氏に深謝申上げる。

ホップ加害のダイズハダニに対する各種浸透殺虫剤の効果

’武。関谷一郎・呉羽好

（長野県農業試験場）
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ホップに重要な害を行うダイズハダニ髭""”c腕↓S7月13日に1回，地上部の難に反当2.5斗の割合で
Zeza,､i"sL．は7月ごろから急に繁殖がさかんとなり撒布した。その結果は第’表の通りで各種とも顕著な

8月の収麹まで加害をつづける。寄生の初期には葉防除効果があった。メタシストツクスは寄生数も被害
うらに多いが多発生になると毬花にもついて吸汁する花も少<，収量は多かった。シュラーダン・ダイメホ
ため毬花を赤褐変させルプリンの形成を害し品質を箸ツクスは葉に於けるハダニの寄生数はやや多い傾向で
るしく低下させるものである。従来はBHO,EPN,あったが祇鍔花は少く収量も多く効果が高かった。

パラチオン等の撒布で防除していたが，シュラーダシュラーダンの撒布時期シュラーダンを1500倍の

ン°マイパホツクス・ダイメホツクス・シストツク濃度でDDT20%水和剤10匁加用6斗式ボルドウ液に

ス．メタシスI､ツクスなどについては業績が少いの混用して撒布したところ第2表に示されるように，1

で，試験結果を報告したいと思う｡0 回撒布では7月中旬が最も良く，それより早まるにつ

各種浸透殺虫剤の効果比較シストツクス・ダイメれて劣った。2回撒布では6月上旬と7月上旬の2回

ホツクス・シユラーダン．メタシスI､ツクスをそれぞよりも6月中旬と7月中旬の2回がよかった。したが

れDD'囮20%水和剤10匁加用の6斗式ボルドウ液に混ってダニが急に密度を高める直前の7月中旬撒布が

合し，さらに展着剤として改良リノー0.25勺を加えて必要で，実用的にはシュラーダンの7月中旬1回反当

第1表各種浸透殺虫剤の効果比較試験成績

Ｉ
収穫毬花調査，ハダニ寄生数
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2.5石の割合でj龍宿して効果は充分と思われる。と鐘では撒布に比べて著しく効果が劣った。しかし，

土壌潅注による防除効果シュラーダンとマイパホマイパホツクスの潅注は防除効果が極めて高かった。

ツクスを潅注し，シュラーダンの撒布と比較した。撒シユラーダンとボルドウ液との混用ホップ･の病害

布は6月12日〔反当2石）と7月13日（反当3石〕の防除のためボルドウ液は常に撒布しなければならない

2回,DDT20%水和剤10匁加用6斗式ボルドウ液にので，これにシュラーダンを混用撒布する効果を見よ

混合して撒布した。シュラーダンの潅注は6月12日にうとして，6斗式ボルドウ液に1500倍のシュラーダン

ユ000倍液を，7月13日には500倍液を，それぞれ1株を混合して6月12日と7月13日の2回描締を行った結

に1升づつく反当3石）潅注した。マイパホツクスは果は第4表の通りで，シユラーダンユ500倍液の単用

300倍液とし，6月.12日と7月13日に，それぞれ株当でも，6斗式ボルドウ液と混用しても防除罰爆に差は
ｰ■己.巴

り1升づつ株ぎわに浅く土を堀って潅注した。その結認められなかった。葉に於ける寄生数は単用がややす

果は第3表の通りで，シュラーダンはこの程度の濃度ぐれる傾向であった。

第2表シニラーダンの撒布時期試験成績

’撒布時期 収穫毬・花調査（3株当）ノ､ダニ
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○印はシユラーダン加用撒布．－印は無加用撒布を示す｡

第3表土壌瀧注による防除試験成績

収穫毬花調査ハダニ寄生数
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第4表シニラーダンとボルドウ液との混用賦験成績

｜

供 試薬剤’ 収護毬花調査
ハダニ寄生数
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殺 虫剤 |毅菌” 無被害
青花
被害
赤花

無被害
青花 鴬合

被害花
歩合

被
赤
一

'8月8日8月13日 計

鰯’’

1

形

ボルドウ

ボルドウ

一！
5．362

4．235

3．087

一

5.400

4.615

3.615

2880

2908

2300

122

61

1409

369

160

2320

30

29

558

０
０
５

●
●
●

１
１
９１

８
０
８

３
３
α
］５

シニ・ラ－タﾞン

■

シユラーダン

I


